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      1=気 壺匡に下 ま 下崚
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捧瑾
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車球致lS21X mゎ 3好中球39ヽ  CTて はな下誌野
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今後の経過に攘する崎鸞が必要.はじめは全身住状であつたが その後の建状1よ 康瞳はわからないが市炎を併発した住状が主であ

る.尚 強い下ま篠があるが神経病、場肉痛、庫暉の有無などの情報がないので神経 甥菫伏については今後の憐薇まち

0中 村発生 ‐

国彙目係は否定できないと3います

闘晨略として否定tO奎 中発生‐
25 20代 女性

ワクチン罐■疇 問後 授′r部位の発オ15ヽ
・

ア

“

応
“
| :1譲 、黙●、口節

“

1軽度 、全身儀怠0あ

リリ孝〕機理奎日、口節蕪、筋肉病
=覇

歩行日離 薇節病 覇肉病

あり接=1部
位の疼禽増強し、接=1"層 鵬彗覇緊薇

強く、約颯 同持崚 .

+3E :LLf'?
馴反応としては番

定できない、 局所の反応は国彙霰係は百定できない

筋禽、日籠輌は筋炎か薇紋筋職撃症かどうか、血嬌CК饉のデータなどないので調定不能‐ギラン ′`レー礎候彗は症状からま否定て

きる.
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K余
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~百
F"卜

騨 鯖
艦 3編

捩
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26 =0イ t女 性

'ケ
チンl=:15分螢 舌のユ詢e』豪の圧迫●あ

ウクテレ

'=:12■

同tt住状消,
ワクチン,き

'1躍
曰 両大■のあ肉輌 了苦しきあり

:曰 曖寝て消4・

ワクテンl111翌 日 起籠
=よ

り
=い

0ま い ■ヽあ
り 回転性のめまい 雨下ま■力懸にて歩行日

"l=氏あり 血F■ 1,01'O tF濯 350C手 90勁にあ
つ OtB t`Rl快 子ま1キ にR宮なし 内組 点n処
17に て饉状回復

薔∬ヽ  回●地
察

苦

”
111ヽ

壼状が一通性でもあり 筆r■ じう、ね
=t瘍

だと思います
.l晨 嗜として ま番 コ1戻 嗜として替定で 0生中発生

定■をない    き

'1｀

      舌 n悪ユ|1薔 はァナフラ■シー|■ t状 として口旱薗彙あり
下ゝの場肉病は

'炎
か,織,L“壼かどうか 菫ハCКにのデータなどないつて

罰定不能 ■ラン ′`レー壼候苺ま饉よから百定できる

0中 村先生
回tF.の うまいなど1ま ■菫との囚

'関
係不明です 嘔気などもそれに伴う可能性もあり しかしながら ヨ晨嗜としての妃■もありま

口,関 係子銅  因
'閲

籠不崎  す0て 青定も否定 でヽきないと思います
0=●先生
寺F・・的に

^て
困
=語

rFよ 笞定的

弩いうまい ヨ痛後に回

tl● 0ま いと喬下 ■■カ

薔

,|■ ● Sti A

|    |

性

還

〓

０」
蟻

つクテン姜::10■ 問tt i=II発 分 四ミ0しびにあ

ワクテレ1書 1110分 よ 均椰饉迫感あつ :0分な度持

鉄 薔手のしび|1感 ■力懸あり 寺々呼畷がしづら

:こ et発■ 匹ミ0し,

冑昴Ft遺 摯 面手し,
れ ■力感

,・=講I

O■ 村姜員

副晨ヽとして工香 11反応として苦定で讐性贅11=電L■11月臓

'3111轡

・
定てきない

E・ 鉄のしされ ま壼状の,総がな0饉 田鷺です すべてが 31日 に よ回復しているようですので cBSは 考えにくtヽ かと思い

0奎 ■姜員
磋いアナフイラ■シー

'I壼

状があつたのかもしれない Gesは キ鶴的にも ●ま
'ヽ

らも薔定てきる.

2, 31代 女性

30 30代 女性

31 ■0代 夕性

|

ワ,テ ンll:粒後、友上■のしされe■●■■償ぁ
つ しびれま2日 程度て

'自

共 な上芸病は5日 程度あ =上 ましごれよびt7“

0"村委員

=1廣
にとして工百 =`長にとして苔定て投■11の 菫状て 2日 間で消失より 局所■状と考えられます

定できない    きない      0曇 ●姜ロ
コa嗜として国星r.nに は薔定てきない GeSま ■目的にも 住状からも薔定てきヽ

O■ 村奎 jl

FEま の経過が不鳴て、

“

饉
=国

rlで す ,与 ,0分 後からの資扶出現からま こVD,^● でGDSま 考えにくいかと思います。
O螢■姜晨

略いアナフイラ■シー●住状があったのかもしれ,t｀ GttSは 著目的にも 症状つヽらも百定できる

0■
"姜

n
喘掟不足てF饉日菫です 0与 ■澪から饉状発現を考えると 現寺点てまGBS I考 えにくいかと思います
0=中委員
しOht,て 神経学的所見の記llな く

“

断てきない GBSま 寺田的にも fI嵌 からも薔定できる

・・こ鵠T 却`閥種

チエ 鐵

'1彎

不足

翡リチォ書麟晨確麟のしびhあり Fの
しびム

|

非■●簿 ,^稼 不足
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32 30代 男餞 食品による0簾務

率ワクテンに■ iケ 月綺 む型肝炎ワクチンを給;1.ワ

クチン接疑3日後 百手足(特に手 車 和感が出

現、ワクテン接摯 日後 違いしびr・ に近い不快感が

足に出現 ワクチン催45日後、薦手に若・Fの 銃カ

低下を目覚てしびれ綺薇.日 常生活に支苺なし、ワク 再上下漱し0れ場 篤カ
ラン楼■

'日
螢 鐘院受おし AOIllttt'tて 入院  低下

ステ●イドハルス薇法を
=行

.ワ クテン罐:170E後 、
ステロイド薫■ ワクチン接:11ケ 月後、ステ●イドヽ

7神 経佳状軽0両 ■,棒僚によ発的な場病あ

り 経過観察●

デンカ

0中 村先生 ,

1^薇不足のため、諄●できません,CttSと しては、建快の発環までの■間など考えにくいと思います

軽度のC● Sの可能.軽度の●BSの町健10奎●発生 l

性もあるが、情電不IFtも あるが、t湾 織不 ADEl.lとしては、オ綺的に早すぎるが、神経内Hてステロイドのハルス肇法まで|―つたことから事断するとADEMの可能性が考えられる

足        足       1神 経内科ての性査所見(特に喘MRlが 欲しい

0さ野発生 :

1         程度:よ軽いものの上表に比鮫的鳳島したCBSが 生した可能性があり、医彙日

“

:ま否定できないと考えます

53 3o代 女健 最寂 鷲奮護製 糀 驚
絲け

i亀観 静
説

‐0中 村委員 ,

コミ喀としては否 ヨ反喀として百定で緞 与部の場所
=状

と考えます

定できなしヽ.   |き ない      10奎 ■姜覺 :

1副長

`と
して国果目係は薔定できない.GBSは 寺目的にも 全状からも否定できる

噸属濡書

34 3oく 女性

‐率ウクチン棲
'115日

前.季節悽インフルエンザワウチ
ンfi4

発 議懲
フ
・

7N/‐し,霞

:脚
顧 欝 織翻 釜 島 その他の神経諄雷

‐
奉ワクチン接理2日 後、都0の電局と複底が弱くなっ

′|■ 島 蜘T ‐嘘 1汽 燎不足 1昌 燎不足

0中村委員 :

投与と同個の壼状て島所住状の可籠性もありますが ,^颯不足て辟饉国腱です
0埜中彙員 :

宗精神経筆雪があつたのかもしれない

'“
学的所見がないので場新できない OBSは 寺闘的にも、住よからも否定できる

35 30代 女Ft

ホワクテン接:1,ヵ 月前、季節性インフルエンザワク
チン接■

本ワクテン絆

"ι

O分 後、顕面厳● 冷汗 爾手のし
びれ El菫 内の違|1嬌 あり

その他の通常ではみられ
ない異常反毒

非苺
= 鎌 騨

‐        O■ お姜員 :

議長嗜としては晉 |ヨ反

“

として薔定で1送走神経長射の可能性が高いと思います

定できない.   きない      0奎 ■委員 :

アナフイラキシー薇壼状僣似の状態とヨ断する.CBSi=時 間的にも 住まからも●
‐定できる

36 も0代 女性

10年 前に季節性インフルエン ワクチン臓
'1直

後、日の前がチカチカする その後

ξこ鶴 う彰層考夕婁昇ξ義響護:撃通壕鷺謬認71審と感覚霙奮.そ
の通の神経苺雷

='し ていない      出現

理露蛾T 競す● 侑

“

不足

0●
=■

員 )

しびれのみて、筋力低下をf●つていないように思われ、一崚的にはGBSと は考えにくt｀ と思いますが、その螢の経過が必要です

0螢■姜桑:

接11筐5日 目の発εて、GBsの 可籠性は残る ただ、神経学的所見や.挨査所見がないので、GBSと お断はできない

3' 50代 女性

「

贅■
ワクチン,1珪 聖日 曇面II薄 動悸 ら、らつき 商上 '1面 筵澪 職悸.ら、らつ
誠■力しび●があリ              

ー
き 蒟■ま■力じびれg

‐O■ 常委員 :

謝反応としては否 ヨ晨なとして薔定で 侑薇不足て諄饉困難てす.里 Bの発建 すく黎こ回燎しており、GBSと まtえにくtヽ と思います .

定できない    をない      0三 中姜員:

アチフィラキシー●建状棗燎φ壼状として因黎口係(ま杏定できなι'GOSは時目的にし、彙状からも否定で
'る

非魏 穎

38 60代 女性 甘鱗 量訃 轟肺 ポ閣妻機 鶏
略快 .ワ クチン接電20日 後、未回復

`

難呻 晰辮:辮鑓藝疋馘顆∵………
:生

illなも0なのか、GBS疑い的なものなのが情報■が少なすぎて餞■の仕●がありません 笙窮な闘作用疑いとみなす0な
ら ,(き 械き情饉提供を求めてください.他策的、客観的な情報が必要です
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安年,
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症円o●  _ _

餞公寮 分 ワクテ __´  _.__
経h                     醐晨嗜名       ltマ t品 霞

手t JI
:脅

+・
,卜  鶴 驀 [と:(J3色

::`iユ
l蔵と

__11■ ____   _ ―――星目i
専門家の

'見

09 `01ヽ 雰悽

■つクテンと季節性インフルエンザワクチンを左右の
■に嬌摯接'I                Iワクテレ11■ 三日 ■ワクチンll:1を 受すたま115/
it■ の

'1●

あり3'OCの 発熱 奎■●●●あり手
のしびrtが 3日 間持薇
季 311イ ンフルエンザ ワクチンをle::し た■にも3γ

2oη の::hあ り しびれない

■|.0'Cの 発摯 壼身
●t`手 のしび● ,IT二

晉

Ｂ

崚

れ

0● 村発生
囚二rrn係育定てきない 日所長にと思われます

・l反応として苔定で ■晨tと して否定て 0埜 0発生
島所反応として因年目鰈 ま薔建てきなヽ

0=F7先生
因黎開儡あt

■0 00● 女tt
号ら

=継

箕〉日は

'の
■力堅 しびれら

''力
こ下 しび●■

露力も2つ kRを 1‖ ミ

非
=・ 霊冒.,・・ 輩難・

鋸

|

0中 ●先生
局所t状 との可能性が高いとeわ れます 時m的 経恣などからも、GBSま 薔定的です。

riFと
tr薔 定で

::i[彙 毬:気美1鶴 Lた讐せ1野
は局所晨ta_て 因星口口 ょ香定てきなt｀ 28このを上下積の壼歯 凛轟霧不足て因

0吉野発生
口星回r● 薔定できず

`I 10代
女性 Iうヽ 3舞 勇 黒「

インフル

重ち,撃ダ棲.菫 日に両手先のしびあ り 三日に 両手籠°い
・

1ま改■

0● ■先ニ

"お
,1● が不購です しかしながら■同的経過や笙日ま■からはGBSユ 百定的です.

0奎 ■先生
両手嵩のしびれだけて 因星関員はなし
0吉野発生
因
'日

條不明 高r者の手のシビレよ重t壼はじめ―饉ほに生じること多く
=ら

のシビレう`1日 て,A宍 したことから ‐‐F反らによる末
精神経諄

=よ
り重t壼 の1ま うが可能lt高いと思います

,II=
|し 由0  

口
=

,^翅 不足 1ヽ 曖不足

1ま ;:m●さ3Sら C■ワケ手ンと
=笛

F_イ ンフ′しエ
ンザワクチンを同■嬌::

ワクチン饉:15日 優 建床●ょり授手のぼやけ

`を
自

質し 見えにくさと共に綺競 ワクテン饉
'110日

後 再
手●り達のしびれし出現 その後 上行し再

"以tのしびl■●出現 弩■本大、■■反射饉下t出
現 ワクチン擦■‖日晨 しびれが百計まで上行 受 フィメシ■一生機

=ギ
ラ

″し :,■ 枚夫あり ヽた長

"低
下あり ま都及び蜃 ンパレー症IF彗

権の
"RI興

奮なし、伝澪逮度検■にてF波 低下より、
フィッシヤーt強さ疑いとお断 メヨバラミン処方 ワ
クテンle■ 15日 螢 受診し ,■ 破大 ヽ力長丼 ま

ま二 しびtt上 行は回壼 ワクチン
'=`121日

役
フ,メ シ■~tttttltい 理機

報告
"害

に よ関rま
ないてオ■ 颯告Eめ
,見 え亡の0こ こ
ついて■ 藝彙間【

発表しているよう1撃

う ■妹してtヽないも 工鳥
のがてると現學 ■■

乱す
=

因二r.n熙 について 爾
ワクチンとの因皐円候
ま薔定 できない

O■ 村発生
に 内ヽ容からよ 颯ヽ,車●や矢,住嵌 う力低下などがヽ 甥て 輿壼め,フ ィメシヤー

=候
にかヽ不|・

qて す.今 ttま tt状の
「

嘔や

よ鶴詈  弩悽
Vl二 なとして

=否定てき,い ギラン CeS AOこ・rと して
バレー痣候おの可 薔定てき,t｀

掟F‐ あヴ

ヽ経伝尋検をお
'ま

た抗GOib抗 体含めた検来の結畢も必要です
しかしながら GBSでなt｀と|ま

=い
切れませんので 今後の絆tat^爾をお菫いいたします

現寺点でよ、t^饉 不足とします
0竺●先生
発t■■ ヽ■漱大 IF綺 静怪:'■ なとからフィッシヤー奎成澪 GBSと ,わ れる

=3 r■■ 女14

卒ワクチン掟■4い ヵ月前、準節はインフルエンザワ
クテン嬌:I

Ei鮮:l靱彗ii!'爆 I遍露慶・・経市=R・～
“

手マ0から手■

“

に撻覚餞″、一部■矢あり
弩伊 してきてヽ`る

非・・ 霊I 鏡黛

0● ■先
=局所艦軟よび注li手 技によるもの0可 能性が高いと思われます GBSよ 否定的です

馴長にとして薔定で 3晨
`と

して苔定て O埜 中発生

きなし` 3BSの 可籠 きなtヽ G3Sの 可lt著目的関係から、国準田彙 1ま 薔定てきない 栞精神経:1雪 があったという宮,的な証t,tス
==学

的検iO(ないのて

怯 ヨ饉い    性 :ょ

`い

    て まある ADEl.1 0esま 摯同的機長から香定できる

o苦 r.先生
因早関係有り

‐
‐‐

ヨ
‐

呵
ヨ
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= 50代 女性

ワクテン桂■前、体B365Cワ クチンll■ 3日 後
議痛.発黙出現 eFt散 在性ヽ書ヨ建が出現.,ク
テンll■ 98後、書部の異常ёえが出現.ワ クチンl■

:1'3日 後 絆屎
"書

が出現 ワクチン織
'11'日

螢

雲:瓢縦寵義鎌議鍋禁慶詮・
性縫Ftt嘘 炎

揆憲にて蛋自●5 me dL網 竜壼
`'mTと 増加を2

めたため ADENlと な断され入粽 ステElイドハルス

=行
その後 ブレドニプロン内腱 ワクチン接

'11ケ
月後 感覚低下以外の壼よ:よ口篠

5爵 :ま1お′
°師

:SEで』誉
して化血研

o+fi*s,
e*':i{. +*r**. *nFgnt'iirlo"r. !EacE$te40Eftltlt6E-r€*t.d. !!e:6t*f nl. Fl6,'o€t
,(libli(r60nr. toh@Eattr60lt4!t,..
o*+*€
E-til\r.$trtogt(tj<.ADilnrt'trr{Et*tjt\ iiMRltEftj<.tCI:&*LtL\6a)t.aDENoAktllt6!\,
oe$*E
caso*grJpdhos.h( +r>to t \r r-l-i oftgt.t! glEfi &r*et6::t(t!\{t
ADEMiT:ta<tef rosliilitFlL<6r\t'tBL\t'to<-*l|tlc i+)htltotr+ERlt6tt3rj!re+|5L€t

15 20代 女F■ :;霧携日ヽふらつを3崚は受″ '肉病
ワクテン棲=:`日 螢 壼状軽快

非重屁棚

‐0● 村先生 :

1全 身住まとしての場肉痛の可能性があります .

謝反瘍としては否 翻反籍として香定で10生中先生 :

定できない    きない      1情 報不足

10苦野先生 :

1因彙口慄否定できず .ら、らつきが病みのためなのが、あるしЧま運動失鯛だつたのか、気にはなります

46 50代 女F_

驚酵行:種幕:翼
「Z胤晦れ ヨ|■ 露

亀研会
  1回復  因彙目係不鋼   国祟踏彙不明

0中 村先生 :

投与直後でもあり、国果口係を薔定できませんので不明としました すぐ
`●

消矢しておりGeSは 薔定的です

0撃 0発生 :

経度のアナフィラキシー槙壼状と考える.

0吉野先生‐
因彙関係不明.3詩簡て

"失
していますので 過呼曖鐘候書の可掟性を疑います

遥'ま
れ男

5嬢
'ケ
月 ケ

な寺

ネワクチン窪暴より1`日 前に季節性インフルエンザ
ワクテン2回 目接■ .ヨ 反応● 1よ 特になし,本ワクチ

ン棒11螢 ,0分 くらtヽこ舌を出す、えずくような菫繊性
の咳 事の不饉ε運動などの奎ま出現 全彗はじゃ
ベリこくそうだが可能.3F・ は

'リ

ア.四 誠康痺なし、
歩行可籠`孝 康疹なして絆瑾部0の発輝 要なして
本ワクチン罐;[1鋳同後、篠栞諄に肉曝的血屎を鯵
めた.入院.屎挨査にて 議血検査3・ 、尿中赤血球

けい卜んの霞住あを2めず溶血を贅う壺浅検書にて溶血所えなし
率ワクテン接理ヨ8肉 眼的血屎消矢.不 睫意連勁

持続にて栞澪性のジスキネジーを疑いトリヘキシフェ
ニジルヒ酸F■を投与するも 篠状は不奎 鍾譲■

=症状消失.見らItていることを僣ると螢度増Inに て、

何らかの銹因でチックが出現した可籠性がヽいと考
える 霊部MR:、 ヽ波検書{よ■常なし その後 退
院 ワクチン接=13週間■、受診`崩

口唇の不隆息運

動経織、肉霞的血屎なし 尿検書にて着血機書‐ ‐

チック 血屎 力
●

Ｔ́

Ｓ‐

チックは

素回復、1翻反応として ま否

血尿け 1定てきない .

口菫  ‐

0● ■先生 :

1不陸
=蓮

勁とされていますが てんかん発作 (自 塾奎 |の可籠tもあります。ただし けいヽんの重tEの

“

雄もあり、現時点では因桑日

彙不舅としました,

10曇
●先生 ,

野
れて否定

'重言i:lliilllill:こ こ[i薫 ぷ 蠣 lilぅ にれ-4■ 部分発■
1確 :1後〔0分て・|.因彙口慄杏定できないとeい ます.Ic“

“
34Ⅲ

“`あ
るい

'=ジ

デンハム ヒョレア と`いう、18達 苫感摯痣に伴う不瑾車

還鶏が知られていましたが、それに似たような生まと思います .

43 30代 女性 荘尿病にて通院■

本ウクチン棲
'111B前

に季節性インフルエンザワク

テン榛
=モ

本ワクチ棲
'1寺

薔接炎を併発しておリ レポフロキ

サシン投与 同日複.面上螢の場篠あり、一時的に

動きにくくなつた.本ワクチン接I12日 後には壼ま清
失、血濱検壼で1ま cPК 40と ロコなし

両上 ■の場肉 偶 介豊底 艶R警   回復

0● ti発生 i

全身症状としての場肉書の可能性があります
0奎 中発生‐
CKII■常て、場炎、横載あ聰摯焦は杏定てきる GBSま 寺目的閥條から否足てきる.

因果関係不明  因早関係不明  0吉 野先生
‐因彙関係は本リ ワクチン接

'1時
に全身性の感聖産に罹0し ていた可能性、あるいはレポフ0キ ,シ ンのヨ作用の可能性も杏定でき

ないと思います



H. =r tt別 I■:I11聾 |IITI椰弱 ■ ‐ I「TIttTIIII‐I正三IЩ奏年r
iO`ヽ キ蒲の 霞優屋          饉0                     到反に

`_t儡 o■_  __         _       _ プ   ー ー   ーー __     _
=ワ

クチン袴
'1よ

り前 lヶ 月以内に季 節ltイ ンフルエ

″ 綺

                      |

漱ワクテン絆■前 任君353C■ウクチン振113日

夜 0性「ヽ 在餞●電崚炎 ADEl1 0(出 製し 入潟
友■身のけいtlん 発作と思集月失0(5分 rallキ薇 そ
のl■ 回

`す
らも に

'の
発作が出現 一通建ヽど 0■

"先
生

血発lγ が出現し
=残

CКは22■ !じ しエダうボン 哉在Ftに 自質にT2FLAIRて 高18号があるようこ見えます また Fr饉も少し高18号 に見えますのて ADE"に予属しませ
～

発鑑初露
オザグレルナトリウムを,与

=ワ
クチンlliIヽ 日■

――  ― … …――…  … ―   ‐…                                     ………, ―‐―          てもあり置ほ所■にこしいこともありますので この■期の2.l餞 Iだけて議定はて
==せ

んが 現■点でもADE":ま 薔定てきません。彎菫

:量
撃√粉 脇

攀 騨 褥 蠍 霧 澪i・ぼ範t…   熊 隻亀:醜 言軌 』 螺 7■
て滋 雰

轟
・

覆凄こ#… … … … … … … ～… … ――
|

Eに 所見から ADEllと いえるきない              δ書露11~ ~‐
‐‐ ｀́

"餃
し メチルフレドニプロンコハク熙エステルナトリ

ウム、リトカインを投与 本ワクテレ

'奮

;:i3日 往 r ……い柿…………………
¬

サ!ま 消彙 左片康

`あ
リ ステロイドハルス●■の

= るとま考えにくく 二床的に1ま ADE7.lと考えていいと思います
宅 続,サ 州の投うにて,鸞 発作のFun"電 長

=ヮ
クテン接キ i● 日役 ″黎完全消矢 左片康

“

持機
卒ワクチン臓II:6 a ttを 片F「回F鮮 向

=ワ
ク

チン,|● 11'日 rtを上芸に三度のF“ が残る ■ワ

クテン緯
'121B役

な片庫には次
=に

回ξ
=い

51  :0● 勢佳

こ幾Fン
櫻■6■ R,薇 下

=の
だろを ■気 ■力0.3.

4.Lr{rL 3tri13u*,}'|t;""r+t$ 
rtoTtv+'i u€^=iE.+ii$x:eg

全身盤択の一つとして,rlし ないと思います

警[ξfよ
て
=晉 r霜

工
=さ

ま

膳 i::夕
なく因畢臨 は2め られない 崎m"離 からADE"は議 であ

国長関彙不萌

国集目係薔定できないと思います

O■ 村発生

機達怯
=2●

にくヽ とヽ思t｀ます
0曇 中発生

厨早間〔不明   
「

過性のアナフィラキシー|● 壼状近似礎tl ADEl・lよ 否定できる
0吉 F7発 生
囚彙日(薔定 できないと思います

非・・ ζで

非積 鐵

0● 材発生
0な 儘と思わllま す

卵りの食品アレル‐  ζζlで議 牲 111■ ふ:悪
咄 現 ふら

しんましんヽ らつき 非 T二 11=唖 電[難 =ま
番

野
れ て薔定で 9言憲務ナナカ ラ■シー■壼状近似壼扶

“ …
定て,る

0吉 野贅
=因晏m【 否定できないと思います

0中 村先生

'3 60“
男性

電[錯 ま
で 籍

薫
れ て百ぎ

::li》
″

'・
シー槙壼伏近似礎J Apいは否ま きる

四黒園

「

百定てきないとttヽ ます

0●●発生

ワクテン棲■3■ l●1後
=か

rん やリ ワクチン

';:5■ltIIt t気 、体君が36 Ctヽ ら355Cに籠下 ワクチ
=“

■気 易肉病 と
ンleiIS■問●から,篠 大受

=場
肉病出現し

= 
■■

日まで特

"蹄
llを上るのに力が入らない

ワクチレ|''130今後 四墳皮膚の0■■●

“

病出
6` 30代 女性        F            現 避疇:'薔 はなし 神経内11的 検たて|ま興,所 見 ●雲●肉篠

`党
翼奮

ワクテン袴′116分 tt両 手先のしびれ 口なの:Iれ

出現 弩菫てはあつたが ■lt直 後に出現 ワクテン 手のしび■ ●唇の:1

撥
'15■

■la■咤てl■ 手をみて,tし ll君 ワクチ れ 局所翼●:1■

ン絆:子 ,著 冊後 壼伏回復

GBSと は考えにくいと思います
0三 中先生

回

`  
因旱簡lt不 明   国婁薇●不明  ―過にのアナフイラ■シー■t● _4以 住状 ADEl.t● 否定できる

0吉 野先生
困旱闘係薔定できないと思います

,|■ 二

,I篤 篇

0中 村発生

事

ニは
『

回
●

ハ

ｍ

『
因 旱円【 ■鳴   因

'H●
不

"

口書の::れ :ま直管澤:1な どのアナフイラ■シー13●I状の可能性があります

―■性のフナフィラキシー構皇状近似症状 ADE・・|きさ定できさ
0吉野先生
因呈口籍百定できないと思い■す

千妨t奎 :1に て具合がこくt
たことあり

=ワ
クチンlt'1寺 季節性インツルエンザワクテン

「詩 1● ::

ツクテン,|;:致 日まから 手足のしびr・●出現 つク
テンlt;130■ から燎B 近位寄病出現 つクテレlt
i,16日 蜃から手籠の●力5り 爆力R30L251(ウ
クチン1姜 ::′ lB■ 、■反対よ饉位て消失 近して

'
経

`や
所見からは GBS晉 定できません 燿崚軟Ff● 行つていれ1ぎ その諄18も t・ よて・r

O竺 中先生
機:'住 |12■ 日からの■薇神経症状 FCV F wa、で

`Onductた
り でヽにOⅢ の興

'も
あり GttSと翡断される

0吉野発生
国旱Fri年は薔

=て
きないと思います GBSというこまl■ tの進行が長くC,D"の ような印,を 受ナます

価
銅

0● 村発生

つ
れFttif:111照V:ヽ甥 」Lキランバい彙杖糧い
:子 1ケ 月懺 薇力は三度低下 R235L,7611あ り

t状 !よ進行Ft双在 1ま 自宅豪姜 メコバラミン製薦内

腱にて経●観察

栞口複兵51:ままおギ裳擢liし
て

籠liあ り

11■ 77

非・鳥蛾T 唯
妻 ξlよ Fは

番
野

ど 苦定で

:言曇言iか
ら完」」ま薔定てき根 い ■ おヽ 足●率層て,れヽADEl.lは 香定できる

国晏鴨【
=薔

定くさないと9います ADE"かヽ炎,壼状てす

5' 00it ttF_       彙 7島穆:撃督1カ″:ごこ詣 ="す
りHアカシジァ齢ェ吐



No 年r性 別  ¬0代 来■の 重笙屋 |`足憔磯 墨勇` 外
●霞公表分 ワクテ

鮭健  |ン と謝皮にとの国 Z鰤
反烙と

―専門家の意見饉過

』

―
53 10代 女悽

;′ζ誕堆理鸞暑麿農鷺霧「
不晨感、螢瘍出現̀ワ  .、 .●筆感 弁重購驚 ホ回, 困果目饉不嗅

O=●先生
因集目保不鯛  ‐客篠的デー

'な
く因果露係は認められない.寺間的関係からADEMは香定できる

0苦野発生‐

困葉目係 ま否定で者ないと思います

住伏が不快

“

など、あtヽまいてあることなどから現埼点ではその他の要因ではと考えます

59 60代 男性

ワクチン榛:l E11ま 綺段0賓 (しなし`ワ クラン擦
'1奎日_夜躾になると接理した方の上すEFの喜み出現

1生位 itLて弩薇をみた。注射都位のtr薔 、発オな

I,1が
あるが特割にとではな属轟f戦器亀鷲紺F島協留

=411経
苺雷

0中 ヽ先生
末綺キ経諄Eと診断した撻奥が不明です

未0彼
嘗モξ:まIは

百
督肝

として薔定で

::雄 ]て
因靭 係は杏定てきない OBヨよ難 や詩醐 こ醸 てきる.

|        ‐
事象:こついて国果薇係は首定できないと,いますが 末輌神経諄官の診断機襲も不萌糠です

0●●先生:

投与都位が右上まであれば、注射によるI● 経積■の可能性が高いと思われます

瞑甍中
選 鰍 Fは

否

1野

れ て杏定

|:::登 ]て
因彙関鰤 よ香定でき

“

ヽ

“

Ы工住状や詩同帥
=否

定できな

‐                  1因 果園係杏定できないと恩います
`

臓〕
,卜重嵐ない          産霧t3こτらも113:ξtti=だぶ毬 .■

機神経筆雪の診断

60 10● 男性 気管支喘0

ウクテン接IIF・i日 夕方、右上すのiH`あ り
''チン篠■翌日、を上綸のしびれ ,力 あサ・ウクテレ

絆■
'3日

後、こ豪栞目受診 右■,絆 怪庫痺とお浙 右蓼青神経離齋
となり 加薇‐予訪菫射寺の疼鳥、技致嘉 まなし‐

非工=鰤

発紹 務認 1瞥
峰 摯の 発赤

=盪
上螢 t饉

神経筆雷 、苺婆

‐        0や 村先生‐

1局所壼状と思われます.

露モζままF峰 讐肝
として杏定で

:を言El硼
顆 係は醸 できない 03'ま 難 構 間肛 醸 であ

遭彙薗係否定できないと尋います

非笙痛
!i龍晉  桑悽

ワクチンl■

“

3o分まで3反 応すじ 毎日 夕方から軽
度のうまいあり,

属Z桑る[保聾寄農1描ξtti麓 lV舞祗雪島畠「■ラン′し―鮭候絆
あり、めまいは経建てあると鋼断され帰宅 .

ワクテン桂■
'日

後、底状:=演 失じ 回復 .

♀雰 兵ラニ康援蛯 した根奥が不明です.生 まとしても 考えにくくギラン バレー壼候群は考えたくいと思tヽ ます

¨ 2窯
遮 非菫篤 綱̈ 場査中 1因黒目係不明  :因畢関係不瞬

0埜■先生 :

時間的鶴係から、Fsllert候 群0可 能性は否定できない.1貴 重不足で諄●不能
0吉野発生 :

国彙豪蘇不鱗.妊娠に伴う高血こ性轟壼も疑います.本底状からGBSと は診断てきません

63 7o代 男性
前ユ撃51ビカルタミド内鳳
治濠■ |、 高血l■ 賢曖能菫

雪 前立ヨ手術 菫酔
含議磐富蟹鷺ど菫蔵
逍露 経過F颯配

0012'3'簸 会GBS
資鶴にて
ヨ反喀として杏定で
きない

'000'2重
飼燿要に

籠 筋聴撃症もしく
は場炎として国早
関係は否定できな

ホワクテン棲電2'日 前、季節饉インフルエンザワクチ
ン桂:1                    ‐

本ワクチン編=138後 より商下■の場関病が出現
ワクテン接■15日 後、露下験の■力

"|,T●
|が出現

し、翌日緊e入院 自雌詢 :00C mm｀ 、CRP 12 5“
m=OLクレアチ=ンキナ t(CK13∞OIu t、 ヮク
チン崚■ ,日後、CК21011υ し、自コ球3■∞ m● 3、

CttP 10 72 nl● dt'ウ チン権■88螢 採血にて

サッキーム9313384B5イ ンフルエンザBハラ 商下
=の

場病 ■力、横

インフルエンザ1 の抗体

`し

上鼻なし インフルエレザ蠍 筋
=筆ウイルスAのみ 16倍から128倍 に上第 CК 16'3:じ L

白血球31● |■ m3CRP'31 mE OL`ワ クチン接iI

11曰 後 摘核のみで室状は弩快 CК 235:uしまで■

少 自血球
''S∞

mm3 CRP● 4'■
=`L.ワ

クテン

接:H3日 後 ∝ 6=:υ

=自
血球敲 1 231Xl‐ nn3ウ ク

チン様疑 ,5自 後 弩快1=てこ粽‐歩行可能となる.ワ

クチン接
'11tlヵ

月復 壼ヽ状は登快.再下ま1ま少しカ
が入りこくい感はある.南 下まの疼痛 ヽ状場■年
●IIま肇快

!it:  ‐騒快

0中 村発生‐
‐積紋筋理解窒や場炎の可掟性は否定できません.鋳電口の所鼻などが必要ですが、澪付文書上の全身

=状
に場肉

“

がありますので

1否定できないとしました.詩目的経過からみて困彙腱係 1ま薔定できないと思います.針甥軍国等行われていれば、その結果もおまえて

検鉄筋竃

“

篠もしく診断を行う必要があります .

1ま 場炎として否定で10壼■発生 :

CКEが 3tX13も あり、tA絞筋聴摯住ないし場炎の可能性が高い.宗格神経伝遺建度 ま正常てあり GBSの 可能性t=低 い

0吉 野発生‐
国彙目係否定できないと思います.し かし瘍に伴う皮膚鶴☆ 続がん薦による輌紋筋ヒII壼の可能性も考えらttます

きない

10中 村先生〔

61 ■1代 女性

ワクテン棲弩翌■からn名 あり
ワクチン絵■2日 目の彗から鋳肉篠あり

'ク
チン様:“ B日 に回復

回復  因彙関籠不鴫   困早関係不甥

全身生状と思われます
0奮や発生‐

|^報 不足て膨饉不熊.GBSや ハOEMは 彙よや詩間的関係から百定できる
0苦 F7発生 :

因畢康饉杏定できないと思います.

霊病 窮肉病 非重篤鰤

65 20代 女性

ワクテン接;1霊 年からヨ名あり
ワクチン棲:120日 の理から笏肉痛あり
ワクチン控;1`B日 に回ζ

頷会 場肉魚 非,■
(じ 血研   回複  国彙目係不銅

0● 村発生 ,

全身産状と思われます .

0曇 ■発生‐

因業薇

“

不明   'お 報不足で絆●不鮨.GBSや 八つEMま 全状や寺嵐釣晨係から香定できる

0吉野先生‐

困集関係否定できないと思います

~~~       10■
村先生 |

桂状が非特異的で、情●不足て絆薔不能です .

0曇 ■発生
:^報 不足    1島 所長痣として困果目係●香ヽできない 神経炎の有晨1ま情●不足て諄●てきない OBSは住状や寺目的に薔定で調 。

O吉野発生 ,

国累関係香定できないと思います

66 ●0代 女性 了ζ乙子じ誓」F=す
織 的なR,の ビリビリ感有

な前′組 織 炎 非 重疇 動Ｓ２．３
ホ回復 |'^"不 足




